


［図解］　- the illustration

・勇者の剣：物上保証人《スキャナー・ブレード》

・摸型《マクガタ》

・カートリッジの射出および挿入口

・マテリアル転写テープ

・スキャン光射出口

・安全装置（解除状態）

・この手の形が精神的な作動スイッチとなる

1/3





使い方｟ ｠
・対象となる物質に走査光《スキャンレーザー》を当てる。

Xーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー X
・＊このカートリッジは技法的実体とも言えるものであり「触れる幻」のようなものである。

・カートリッジ

・スキャンした物質データをカートリッジ化し剣の◇形から射出。また、◇形にカートリッジを入
れ、剣本体に再保存もできる。

Xーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー X
・スキャンした物質の性質を、別の物質の表面に転写する。

・マテリアル転写テープを介して行う。

・この性質転写は、剣をノンアクティブにすると強制解除される。

Xーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー X
・物質の性質データを剣に保存（上限は５つ）
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どうでもいいかもだけど・・・・・・
補そく！

・「カートリッジ」は１０個まで作り出すことができる（それ以上を作ろうとすると、「カートリッジ」
は霧消する）

・スキャンレーザーは３方向、またはその組み合わせで放てる。

・特定の物質への「転写」においては「転写テープ」を用いず、直に剣からの「転写」を行うこ
とができる。
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